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生（スーパーバイザーは除く）のうち，有効回答の得られた 44 名分（男性 19 名，女性 25
名；平均年齢 18.89 歳，SD = 1.04）を分析対象とした。なお，担当群９名（男性５名，女
性４名；平均年齢 19.00 歳，SD = 0.87），観察群 35 名（男性 14 名，女性 21 名；平均年齢
18.86 歳，SD = 1.09）であった。 
事前調査では，大学生の力量および教育・教職に対する態度に関する 28 項目を用いた。
事後調査では，事前調査で用いた 28 項目に，子どもや保護者との関わり，満足度，子ども















（F (1, 42) = 3.15, p < .10），担当群が観察群より高い傾向が見られた。交互作用は指導技術
で有意傾向となり（F (1, 42) = 2.85, p < .10），単純主効果の検定の結果，担当群において事




察群）を独立変数とした t 検定を行った結果，満足度では有意差がみられ（t (42) = 2.07, p 
< .05），観察群に比べ，担当群のほうが高かった。また子どもの関心に傾向差がみられ（t (42) 
= -1.84, p < .10），担当群に比べ，観察群のほうが高かった。 
Table 1 力量および教育・教職への態度の得点 
α 0 6' 0 6' 0 6' 0 6' 0 6' 0 6'
指導技術             
保護者との関係             
子どもとの関係            
アセスメント             
教育への態度             
教職志望度            
全員 担当群 観察群
事前 事後 事前 事後 事前 事後
 Table 2 知識の深まり，満足度，子どもの関心の得点 
α 0 6' 0 6' 0 6'
知識の深まり       
満足度       









らなる力量形成の必要性がうかがわれた。      













名；平均年齢 19.24 歳，SD = 1.24），終了後 59 名（男性 20 名，女性 39 名；平均年齢 19.56
歳，SD = 1.43）を分析対象とした。また，同様の活動を行っている連携大学の学生にも質
問紙調査を実施した。ただし，調査時期は当プログラム実施中の１時点のみであり，調査
方法は広島大学で行った方法と同様であった。有効回答の得られた，14 名（女性 14 名；













































Table 3 当プログラム開始前と終了後，および他大学での調査で得られた回答中， 
出現回数が４回以上であった単語 
抽出語 回数 抽出語 回数 抽出語 回数 抽出語 回数 抽出語 回数
勉強 49 学校 6 学習 42 方法 7 勉強 13
楽しい 18 思う 6 勉強 31 他 6 楽しい 10
好き 18 自信 6 自分 25 解く 5 自分 10
問題 16 身 6 問題 22 感じる 5 好き 8
学習 14 力 6 子ども 21 考え方 5 考える 8
知る 14 喜び 5 好き 17 算数 5 苦手 6
苦手 13 取り組む 5 苦手 14 人 5 算数 6
解ける 11 他 5 解ける 12 解決 4 少し 6
活動 11 無くす 5 楽しい 11 学校 4 子ども 5
考える 11 解決 4 意識 10 思う 4 思う 5
子ども 11 考え方 4 活動 8 思える 4 自信 5
自分 9 人 4 姿勢 7 自力 4 意識 4
意識 8 図 4 自信 7 少し 4
思える 8 説明 4 取り組む 7 知る 4
解く 7 得意 4 身 7 友達 4













の学びは新たな形で見い出し，人の学びへ発展することができる。  （池野範男＊） 
 
引用文献
樋口耕一 (2014). 社会調査のための計量テキスト分析 ―内容分析の継承と発展を目指し
て― ナカニシヤ出版 
市川伸一 (1989). 認知カウンセリングの構想と展開 心理学評論，32，421-437． 
Ｒ・Ｋ・ソーヤー（2009). イントロダクション，Ｒ・Ｋ・ソーヤー編（森敏昭・秋田喜代
美監訳）『学習科学ハンドブック』培風館 
 
 
― 10―
